
Ｐ
Ｋ
Ｏ
は
好
戦
的
に
変
容

か
つ
て
の
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
主
要
任
務
は
、
内
政
不
干
渉
・
中
立
性
に
も
と
づ

く
「
停
戦
監
視
」
で
し
た
。
し
か
し
、
政
権
主
導
に
よ
る
大
虐
殺
が
あ
っ
た
ア

フ
リ
カ
・
ル
ワ
ン
ダ
内
戦
を
契
機
に
、
現
在
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
主
要
な
任
務
は
、
国
連

自
身
が
「
交
戦
主
体
」
と
な
っ
て
「
住
民
保
護
」
の
た
め
に
武
力
行
使
を
行
う
も

の
へ
と
大
き
く
変
容
。
ま
さ
に
、
殺
し
殺
さ
れ
る
日
常
と
な
っ
て
い
ま
す
。

南
ス
ー
ダ
ン
は
内
戦
状
態

２
月
、
国
連
保
護
施
設
で
１
８
人
以
上
が
死
亡

政
府
は
、
「
活
動
地
域
は
平
穏
だ
」
と
繰
り
返
し
国
会
で
は
強
調
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
国
連
の
報
告
書
は
「
恐
る
べ
き
人
権
侵
害
」
と
告
発
し
て
い
ま
す
。

数
千
人
が
殺
害
さ
れ
、
２
４
０
万
人
が
家
を
追
わ
れ
、
恐
る
べ
き
人
権
侵
害
が
横

行
。
（
人
が
い
る
家
屋
に
火
を
つ
け
、
略
奪
、
無
差
別
殺
害
、
拷
問
、
レ
イ
プ
、
少
年
は

少
年
兵
と
し
て
戦
闘
を
強
制
さ
れ
る
）
現
瞬
間
も
、
内
戦
状
態
、
武
力
紛
争
が
続
い
て
い

ま
す
。

２
月
１
７
日
〜
１
８
日
に
は
、
国
連
保
護
施
設
へ
の
攻
撃
で
１
８
人
以
上
が
死
亡
、
多

数
の
死
傷
者
が
出
て
お
り
、
国
連
安
保
理
は
同
国
政
府
軍
の
関
与
を
認
め
る
声
明
を
出
す

事
態
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

国
民
の
怒
り
を
恐
れ
、
武
器
使
用
は
選
挙
後
に

現
地
南
ス
ー
ダ
ン
へ
は
、
現
在
、
陸
上
自
衛
隊
中
部
方
面
隊
を
中
心
に
３
５
０
人
が
派

遣
さ
れ
、
大
久
保
と
福
知
山
か
ら
も
１
０
数
人
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
派
遣
隊
員
の
次

の
交
代
は
５
月
〜
６
月
、
１
０
次
隊
に
は
大
久
保
駐
屯
地
か
ら
大
規
模
派
遣
さ
れ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
法
が
施
行
さ
れ
る
の
が
３
月
。
こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
部
隊
で
あ
れ
ば
、
戦
闘
に
な

れ
ば
「
対
応
す
る
法
律
が
な
い
」
と
撤
退
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
争
法
成
立
で
情
勢

が
変
わ
り
ま
し
た
。
戦
争
法
の
下
で
は
、
「
駆
け
つ
け
警
護
」
の
任
務
に
就
き
銃
を
使
用

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
下
で
、
参
院
選
へ
の
影
響
を
恐
れ
た
安
倍
内
閣
は
、
武
器
使
用
の
実
施
を

参
議
院
選
挙
後
に
回
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
文
字
通
り
国
民
を
だ
ま
し
て
選
挙
で
勝
利
し
、

憲
法
改
悪
に
突
き
進
も
う
と
す
る
も
の
で
す
。
「
憲
法
改
悪
反
対
」
「
戦
争
法
廃
止
」
の

声
を
大
き
く
し
ま
し
ょ
う
。

戦
争
法
の
一
つ
、
改
定
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
で
は
、
「
安
全
確
保
業
務
」

「
駆
け
つ
け
警
護
」
が
追
加
さ
れ
、
武
器
の
使
用
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
衛
隊
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
南
ス
ー
ダ
ン
は
内
戦
状
態
。
京
都
の
大
久
保
や
福
知
山

か
ら
派
遣
も
あ
り
、
危
機
が
現
実
味
を
帯
び
て
い
ま
す
。
一
刻
の
猶
予
も
で
き
ま
せ
ん
。

戦争法廃止2000万人署名にご協力を！

京都教職員組合・京都自治労連 2016.３

平
和
の
願
い
で
大
久
保
駐
屯
地
を
包
囲
し
よ
う

ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ
ェ
ー
ン
大
久
保

日
時

３
月
１
９
日
（
土
）
午
１
４:

０
０
〜
１
６:

０
０

リ
レ
ー
ト
ー
ク

１
４:

０
０
（
近
鉄
大
久
保
駅
）

デ
モ
出
発

１
４
：
３
０
〜
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